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クワ枝条の数種構成要因の季節的変化について
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植物の各器官についてその発育経過を明らかにすること

は,個体レベルの発育を論議する場合極めて重要である。

これまでクワでもこの部面の研究は部分的に行われてきた

が,株内の各枝条の長さと構成要因との相互関係を季節的

にとらえ,その推移を論した例は極めて乏しい。

本報では, クワの枝・葉などの生長 収量に係わる構成
要因が各時期の枝条長とどのような関係で成立つかを検討

し,そ の時期的推移を明らかにしようとした。

なお,本調査は,1976年 に蚕糸試験場日野桑園で実施し

,に。

材料は, 畦間 25■・ 株間06πに栽植された高根刈の

夏切桑園 (5月 31日 伐採 )で樹翻 年の一ノ瀬を用いた。

調査は 7月 13日・ 27日 ,8月 10日・23日 ,9月 20日及び

10月 6日 の6回にわたって行い,1株の全枝条について総

量・枝条畳・枝条長を測定した。更に,全枝条を長さや生

長停上の状態などから5つのグループに分け,各 々より任

意に2校条ずつ計10枝条を選び,それについては開葉数・

落葉数・葉面積・葉重等を調べた。

これらの測定値から,各時期の枝条長(″)と 構成要因(ν )

との回帰式ν―α+b″+゛″2を算出し,1次成分・ 2次成

分の有意性倹定を行った。倹定した要因は, 1枝条当りの

総量・枝条量・葉量・葉量割合・節数,及び枝条長で割出

した2当 り総量・枝条量・葉量,並びに最大光葉以下の葉

数・葉面積 平均葉面積・平均葉重・ 100翻当り葉重等で
ある。

結 果 及 び 考 察

枝条長と各要因との関係について有意性検定を行った結

果は表 1の通りである。これによれば,枝条長との間に 2

次式の関係を有するものは, 1枝条当り総量・枝条量・葉

量,最大光葉以下の葉面積.及びπ当り枝条量であり, 1

次式すなわち直線関係が認められるものは, 1枝条当り節

数,最大光葉以下の葉数・ 100翻当り葉重等であつた。叉,

初期には 2次式の関係が認められるが,おおむね直線関係

にあるものは,最大光葉以下の平均葉面積・平均葉重,π

当り総量・葉量等であつた。なお,葉量割合は,初期に直

線関係にあつたが,時期の経過とともに有意性が小さくな

った。

表 1 有意性検定による回帰式の適合性
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次に,回帰式の勾配(C)についてその季節的変化をみる

と,図 1の ように, 1枝条当りの総量では,時期を追って

低下するが,8月 23日 を最低として再び上昇している。す

なわち,経時的に連続した変化を示 しながらも,ある時点

でブラトーに達 し,再び折り返す状況を示した。全く同

様の変化が, 1枝条当り校条量・葉量にもみられ,類以し

た傾向は葉量割合・最大光葉以下の業数・葉面積・ア当り

総量・枝条量及び葉量にもみられた。

図 1 枝条長と1枝条当り総量との
回帰式の勾配の季節的変化

又,最大光葉以下の平均葉面積 (図 2)及び平均葉重で
は,7月 13日 から7月 27日 にかけて低下するが,その後ほ

ぼ一定の値となり,1枝条当り節数では7月 13日 から 7月
2,日 にかけて急激に上昇するが,その後 9月 20日 までは

低下し,10月 6日 には再び大きい値を示し,最大光葉以下
の100浣当り葉重では上昇と下降を繰返した。

更に, 1次 式が適合すると判断される要因で回帰式ν―

a+bXの勾配(b)についてみると,1枝条当り節数では小さ
い変動はあるが,おおむね経時的に上昇し,最大光葉以下
の葉数では次第に上昇するが9月 20日 と10月 6日 ではほぼ

同じ値を示 し,1001・1当 り葉重では7月 13日 から7月 27日

では急激に低下したが,以後は小さい上昇と下降を繰返し

た。

これらの勾配は, 7月 から10月 までの各時期における株

内枝条の優劣関係を基準として算出したが,その季節的変
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図 2 枝条長と平均葉面積との回帰式の
勾配の季節的変化

動は,枝条伸長の季節的変化,いわゆるツグモイドカープ

との閑連の度合を示すことにもなると思われる。すなわち,

各時期に一定の勾配を持つものは枝条の伸長と同一の変化

を示すものであり, 8月 ないし9月 上旬に最大あるいは最

小となれば,枝条の伸長度合を拡大あるいは縮少した形で

現われる要因であり,伸長度合と無関係な場合もこの時期
に最小の傾向を示すこととなる。

なお,生育初期あるいは後期において急激な変動を伴う
ものは,貯蔵養分の消耗や蓄積・光合成能力の変)な ど,
生理的変化との関連からも興味ある事柄であり,年次や地
域などの差異の解明がなされるならば,更に広範に実用枝
術への応用が期待されよう。
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